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２０１１．１２．１

震災からの再生を目指して震災からの再生を目指して

－岩手県における図書館の被災と復旧・復興支援－

岩手県立図書館

序 岩手県の被害状況

人口： １，３４０千人 (2009.10.1)

面積：１５，２７９ｋ㎡ (2009.10.1)

１ 地震及び津波の概要 （出典：岩手県災害対策本部調べ）

項目 東北地方太平洋沖地震 宮城県沖を震源とする余震

発生日時 平成23年3月11日（金）14時46分頃 平成23年4月7日（木）23時32分頃発生日時 平成23年3月11日（金）14時46分頃 平成23年4月7日（木）23時32分頃

震央地名 三陸沖（北緯38°06.2′東経142°51.6′） 宮城県沖（北緯38°12.2′東経141°55.2′）

震源の深さ ２４㎞ ６６㎞

規 模 ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ９．０（ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰ
ﾄﾞ）

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ７．１（暫定値）

本県の最大震度 震度６弱 大船渡市 釜石市

滝沢村 矢巾町 花巻市

震度６弱 大船渡市 釜石市

矢巾町 一関市 平泉町滝沢村 矢巾 花巻市
一関市 奥州市 藤沢町

矢巾 関市 泉
奥州市

津波の最大波 宮 古 11日15時26分8.5ｍ以上

釜 石 11日15時21分4.2ｍ以上

大船渡 11日15時18分8.0ｍ以上

久慈港 8.6ｍ（推定

値）

一 戸 町

九 戸 村

軽 米 町

二 戸 市

野 田 村

洋野 町

久 慈 市

２ 岩手県の市町村別の被害状況（平成２３年９月６日現在）

【洋野町】

家屋倒壊 26

【野田村】

死者 38 負傷者 17
家屋倒壊 479

【普代村】

【久慈市】

死者 2   行方不明者 2
負傷者 10 家屋倒壊 276

【田野畑村】

田 野 畑 村

岩 泉 町

山 田 町

宮 古 市

大 槌 町

普 代 村

滝 沢 村

紫 波 町

岩 手 町

葛 巻 町

雫石 町

八 幡 平市

矢 巾 町

盛 岡 市

西 和 賀町
遠 野 市

花 巻市

行方不明者 1
負傷者 １

【岩泉町】

死者 7
家屋倒壊 197

【山田町】

死者 601   行方不明者 222
負傷者 不明 家屋倒壊 3,184

【釜石市】

死者 883 行方不明者 208

死者 14   行方不明者 17
負傷者 8 家屋倒壊 270

【宮古市】

死者 420   行方不明者 122
負傷者 33 家屋倒壊 4,675

【大槌町】

死者 801   行方不明者 596
負傷者 不明 家屋倒壊 3,677

【内陸市町村計】

行方不明者 11 負傷者 119    
家屋倒壊 1,301

釜 石 市

住田 町

陸 前高 田 市

大 船 渡 市

藤沢 町

平 泉 町

金 ケ 崎 町

一 関 市

奥 州 市

北上 市
死者 883   行方不明者 208
負傷者 不明 家屋倒壊 3,627

【陸前高田市】

死者 1,552   行方不明者 405
負傷者 不明 家屋倒壊 3,341

【大船渡市】

死者 337   行方不明者 114
負傷者 不明 家屋倒壊 3,629

【県 計】

死者 4,655 人 行方不明者 1,698人

負傷者 188人 家屋倒壊 24,682棟
【県 計】

■避難者（避難者ピーク時：3/13 54,529人）

９月１日現在、宮古市で自宅修理待ちのため市営住宅にいる４名のみ。
（参考） ※平成２３年８月３１日時点
県内内陸親類宅等に移った被災者 2,377人
他都道府県に移った被災者 1,556人

※１「東日本大震災津波被害と岩手県の取組」（23.9.10岩手県）より

※２地図の「赤い部分」は、壊滅的被害を受けた図書館のある自治体
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３ 産業被害（推計額）及び公共土木施設被害（平成23年7月25日現在）

農業被害 589億円 農地・農業用施設544億円、農業施設28億円等

林業被害 ２５０億円 林業施設199億円、森林37億円等

産業被害

（推計額）

水産業・漁港被害 3,587億円 漁港2,782億円、漁船234億円、

水産施設等219億円等

工業（製造業）被害 890億円
津波による流出・浸水被害の推定額であり、地震

による被害は含めていない。商業（小売・卸売業）被害 445億円

観光業（宿泊施設）被害 326億円

計 6,087億円

河川・海岸・道路等施設整備 1,723億円 海岸1,289億円、道路252億円、河川147億円等

公共土木

施設被害
都市・公園施設被害 405億円 下水道306億円、公園99億円

港湾関係施設被害 445億円

計 2,573億円

出典：岩手県災害対策本部調べ

４ 資本ストックの被害推計（参考）

資本ス
トック

Ａ

推定資本ストック被害額 合計

Ｂ

被害率

Ｂ／Ａ

生活・

社会ｲﾝﾌﾗ
住宅 製造業 その他

（単位：１０億円）

Ａ Ｂ Ｂ／Ａ社会ｲﾝﾌﾗ

内陸部 26,369 457 22 64 211 754 2.9%

沿岸部 7,449 1,943 607 191 781 3,522 47.3%

合 計 33,818 2,400 629 255 992 4,276 12.6%

出典：株式会社日本政策投資銀行推計

５ ライフライン被害の概要

区分 最大被害状況 復旧状況

停電 約76万戸 復旧完了（5/28復旧）停電 約76万戸 復旧完了（5/28復旧）

ｶﾞｽ供給停止 約9千4百戸 供給停止なし（4/26復旧）

断水 約18万戸 復旧完了（7/12復旧完了）

電話 通 約 千回線 ｻ ﾞ 中断中 通信 ﾞ なし電話不通 約6万6千回線 ｻｰﾋﾞｽ中断中の通信ﾋﾞﾙなし

（4/17復旧）※

※加入者宅と通信ビル間の回線切断等により、利用できない場合がある。

出典：岩手県災害対策本部調べ

１ 岩手県立図書館の概況
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１ 岩手県立図書館の歩み（抜粋）

大正１０．１０．１０ 岩手県立図書館設置文部大臣認可

．１１．１９ 原敬氏より図書購入費として１万円寄贈

．１２．２４ 岩手県立図書館館則制定

１１． ３． ９ 建設工事完成

． ４．２０ 開館（職員10名、蔵書15,451冊）

昭和４３． ２．１０ 新館開館式（職員26名、蔵書147,567冊）

平成１８． ４． １ 指定管理者制度導入 新館一部開館平成１８． ４． １ 指定管理者制度導入 新館 部開館

１８． ５． ８ 新館全面開館（職員11名、指定管理者40名、

蔵書62万5千冊）

２１． ４． １ 指定管理者制度第二期スタート

２ 岩手県立図書館の概要（抜粋）

項 目 新館 旧館

１建物及び

図書館の
運営体制

複合施設(ｱｲｰﾅ）
直営で、一部業務
をｱｲｰﾅの指定管理

単独館

直営

項 目 新館

９職員数等

(23.5.1現在)
県 ９名（内司書等２名）

TRC(指定管理者・㈱図書館流通ｾﾝ

ﾀｰ）)

住所：盛岡市盛岡駅西通1-7-1

運営体制 をｱｲ ﾅの指定管理
者へ委託

２開館日 年間約３４０日

（約1.2倍）

年間約290日

３開館時間 全日9:00～20:00 平日9:00～19:00
土日9:30～17:00

４総面積 10,590㎡
（約3倍）

3,659㎡

５閲覧席数 343席 130席

ﾀ ）)
５２名（内司書等41名）

10役割分担

（主なも
の）

県・運営方針の策定

・図書館資料の選定

・市町村訪問等による運営支援

TRC（指定管理者）

・レファレンスサービス

・図書館資料の閲覧・貸出

・団体貸出

（約2.6倍）

６入館者数

（年間）

50万人超

（約2倍）

約27万人

(平成16年度)

７蔵書数 681,946冊
(平成22年度末) 

593,919冊
(平成16年度末)

８収蔵能力 153.5万冊

（約3.8倍）

41万冊

（注力している業務）

１ デジタルアーカイブ事業

２ ビジネス支援（平成２２年１１月１日～）

→コーナーに相談員を配置（３名採用）

３ 震災関連資料コーナー設置

（平成23年10月21日～）

２ 岩手県立図書館の被害概況等

田野畑村

一戸町

九戸村

軽米町

二戸市

野田村

普代村

洋野町

久慈市

岩手町

葛巻町
八幡平市

岩手県立図書館の被害概況

主な被害状況
・図書、ビデオ等約１割の資料落下
・図書情報システム障害
・書架固定ボルト緩み

◎大野
◎

◎

◎山形
◎

▲

▲

◎

◎

◎

▲

▲

◎

岩泉町

山田町

宮古市

大槌町

釜石市

滝沢村

紫波町

雫石町

矢巾町

盛岡市

西和賀町
遠野市

北上市

花巻市

開館状況
・～３月31日 休館
・４月１日～ 時間短縮して開館
・４月８～９日 余震による停電のため休館
・４月14日～ 通常開館

◎

◎

◎
◎

◎渋民

◎都南

▲

◎

○石鳥谷

○大迫

○東和▲
○和賀

○江釣子

◎

▲

◎

◎

◎

◎

◎

○宮守

◇川井

◇新里

◇田老

住田町

陸前高田市

大船渡市

藤沢町

平泉町

金ケ崎町

一関市

奥州市

◎

◎水沢

◎江刺

◎前沢

◎胆沢

◎

◎大東

◎東山

◎千厩

◎室根
◎川崎

◎花泉

◎一関

◎

◎

◎▲

◎ 図書館

○ 図書館分館

◇ 図書館分室

▲ 公民館図書室等
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３ 市町村立図書館等の被害概況

岩手県内の市町村の数

３４市町村

一戸町

九戸村

軽米町

二戸市

野田村

普代村

洋野町

久慈市

岩手町

葛巻町
八幡平市

県内市町村立図書館等の被害概況
◎種市

◎大野
◎

◎

◎山形
◎

▲

◎

◎

◎

▲

▲

岩手県内の市町村立図書館等の数

５６館

３４市町村 田野畑村

岩泉町

山田町

宮古市

大槌町

釜石市

滝沢村

紫波町

岩手町

雫石町

矢巾町

盛岡市

西和賀町
遠野市

北上市

花巻市

▲

◎

◎

◎
◎

◎渋民

◎

◎都南

▲

◎

○石鳥谷

○大迫

○東和▲
○和賀

◎

▲

◎

◎

◎

◎

◎

○宮守

◇川井

◇新里

◇田老

館
住田町

陸前高田市

大船渡市

藤沢町

平泉町

金ケ崎町

一関市

奥州市

北上市

○江釣子

◎

◎水沢

◎江刺

◎前沢

◎胆沢

◎

◎大東

◎東山

◎千厩

◎室根
◎川崎

◎花泉

◎一関

◎

◎

◎

◎○宮守

▲

◎ 図書館

○ 図書館分館

◇ 図書館分室

▲ 公民館図書室等

（内訳）沿岸 １８

県央他 ３８

岩手県内公立図書館等（県立図書館を除く）の被害状況
（県立図書館HPから抜粋 平成２３年７月３０日現在）

人的被害 2館
（４．１％）

陸前高田市立

図書館

山田町立図書館

被害有り ４９館

（８７．
５％）

（うち沿岸
は１５館）

（ ）

建物被害 ２５館

（５１．
０％）

設備被害 ４７館

（９５

本の落下等

は１５館） （９５．
９％）

被害なし ７館

（１２．
５％）

（うち沿岸は３館）
（住田町中央公民館図書室、久慈市立山形図書館、洋野町立

種市図書館）

県内市町村立図書館等の被害状況

県内市町村数 34市町村
図書館数 56館

田野畑村

一戸町

九戸村

軽米町

二戸市

野田村

普代村

洋野町

久慈市

岩手町

葛巻町
八幡平市

図書館数 56館

津波で全壊した図書館
・陸前高田市立図書館
・大槌町立図書館
・野田村立図書館

建物の被害が大きかった図書館
・北上市立中央図書館

岩泉町

山田町

宮古市

大槌町

釜石市

滝沢村

紫波町

雫石町

矢巾町

盛岡市

西和賀町
遠野市

北上市

花巻市

・一関市立一関図書館
・平泉町立図書館 など

設備の破損により大量の資料が被災した図書館
・釜石市立図書館
・奥州市立胆沢図書館 など

住田町

陸前高田市

大船渡市

藤沢町

平泉町

金ケ崎町

一関市

奥州市

北上市
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陸前高田市立図書館

大槌町立図書館

壊滅状態の図書館の状況

一戸町

九戸村

軽米町

二戸市

野田村

普代村

洋野町

久慈市

岩手町

葛巻町
八幡平市

◎大野
◎

◎

◎山形
◎

▲

◎

◎

◎

▲

▲大槌町立図書館

野田村立図書館

・ 図書館が全壊状態で使用不可能。

・ まち全体が被災しており、役場職員は

主な状況

田野畑村

岩泉町

山田町

宮古市

大槌町

釜石市

滝沢村

紫波町

岩手町

雫石町

矢巾町

盛岡市

西和賀町
遠野市

北上市

花巻市

▲

◎

◎

◎
◎

◎渋民

◎

◎都南

▲

◎

○石鳥谷

○大迫

○東和▲
○和賀

◎

▲

◎

◎

◎

◎

◎

○宮守

◇川井

◇新里

◇田老

まち全体が被災しており、役場職員は

被災者の生活を最優先にしているため、

図書館職員もまず生活支援優先。

・ ＢＭや図書の寄贈があっても対応でき

る職員がいない。

住田町

陸前高田市

大船渡市

藤沢町

平泉町

金ケ崎町

一関市

奥州市

北上市

○江釣子

◎

◎水沢

◎江刺

◎前沢

◎胆沢

◎

◎大東

◎東山

◎千厩

◎室根
◎川崎

◎花泉

◎一関

◎

◎

◎

◎○宮守

▲

◎ 図書館

○ 図書館分館

◇ 図書館分室

▲ 公民館図書室等

陸前高田市立図書館

陸前高田市

まちの状況

図書館職員

全員死亡又は行方不明

被害が甚大

陸前高田市立図書館の建物

図書館の状況

全員死亡又は行方不明

再開の目処たたず

陸前高田市立図書館のＢＭ 陸前高田市内

大槌町立図書館
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大槌町

まちの状況

図書館職員

職員の機転により全員無事

町長以下町職員３２人死亡

大槌町立図書館の建物

図書館の状況

職員の機転により全員無事

まちの復興優先により図書
館職員０の状態（館長の
み）

大槌町立図書館の建物内部 大槌町役場の建物

野田村立図書館

野田村

まちの状況

図書館職員

全員無事

村全体が被災、全壊３００棟以上

野田村図書館外観

図書館

図書館の状況

全員無事

現在の場所への再建を検討中

野田村内の様子 野田村図書館内部

（参考）壊滅状態の公民館図書室の状況～大船渡市三陸町

大船渡市三陸町中央公民館図書室
海図書室からの海の眺望正面玄関

図書室内部 玄関内部入口付近の書類・冊子等
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被災地を訪問してわかったこと

ⅰ被害状況は一つではない。支援の方法も一つではない。

ⅱ市町村の復旧・復興過程を注視しつつ、各段階での図
書館支援が必要である。（資料の救済・修復、研修等か
ら図書館の再建・復興までの長期の支援が必要である）ら図書館の再建 復興までの長期の支援が必要である）

ⅲまち・図書館・職員 どれが欠けても復興はできない。

４ 復旧・復興へ向けた取り組み

復旧・復興のスタンス（岩手県立図書館）

〇 県立図書館としての基本的なスタンス

（１） 被災郷土資料の修復・救済等

（２） 図書館資料の収集・保存・活用等

現地視察を実施し、特に重要と実感

・特に、海水で被災した郷土資料等の修復等

（２） 図書館資料の収集・保存・活用等

図書館の使命（本質）をあらためて実感

・複数の方法による保存（デジタル化等）

・震災関連資料コーナーの設置 等

３月１１日 ４月１１日～ ６月７日～１４日 ６月２９日～８月３１日～

直後～ １カ月後 今後長期間（復興等）

被災地復旧支援の具体的な主な取組み（時系列～岩手県立図書館）

電話等による図書館等
被災状況調査

第１次
被災図書館等訪問等

第２次被災図
書館等訪問等

・図書等の弁償免除

・避難者の利用登録
手続の簡略化

・レファレンスサービ

・関連団体との連携

・震災関連資料の収
集等

・資料の救済、研修

・３・１１以後の支援
策（左記）の継続

・被災資料の修復等
の支援（関係機関

第３次被災図
書館等訪問等

県立図書館 ＋ 県内の図書館 ＋ 関係団体・関係機関等の御支援・御協力

レファレンスサ ビ
ス

・災害情報等の提供
（主にホームページ
による）

資料の救済、研修
の実施などから図
書館の復旧・復興・
再建までの長期的
支援

の支援（関係機関
等との連携等）
・読み聞かせの実施
・支援情報等の提供
・県図書館協会総会
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被災地・被災者支援一覧（震災以降～）

１ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じた震災関連情報の提供

２ 被災者への資料貸出

岩手県立図書館ＨＰに掲載

利用者登録手続きの簡略化等２ 被災者 の資料貸出

３ 被災資料への対応

４ 県内市町村図書館等への運営支援

５ 避難所等での読み聞かせ

利用者登録手続きの簡略化等

被災資料届出手続きの簡略化

訪問し、状況把握した上での支援等

子ども向けの読み聞かせ

６ 被災地へのレファレンスサービス

７ 関係機関・団体等との連携

８ 地震・津波・原子力発電関連資料の展示紹介

県内外からの受付

国立国会図書館等との連携支援等

図書館３階入口付近で展示

被災地・被災者支援一覧（２３．８．２７～）

９ 震災関連資料の収集（寄贈依頼）

震災の記録を県立図書館に
◇下記の資料を発行されましたら、３部ご寄贈ください。

◇寄贈方法は、原則ご持参いただくか、郵送でお願いします。

岩手県立図書館では、

震災の記録を風化させることなく後世に引継ぐため、下記の震災関連資料

の収集に取り組んでいます。

〇震災関連の記録集、写真集（視聴覚資料も含む）など

〇震災に関する調査報告書・復興に関する計画書など

〇震災関連のイベント・セミナー・相談会等のチラシ配布資料など

〇個人・団体が作成した手記・文集など

〇各種の活動記録（ボランティア関係資料、避難所だより）など

〇震災に関わる内容のフリーペーパー、ミニコミ誌、チラシなど

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

岩手県内公立図書館等の現在の状況（県立図書館を除く）

平成23年10月4日現在

県北

県央

県南

開館中 （３８施設） 盛岡市立図書館

一関市立一関図書館ほか

岸 滅 態 施 前高 書沿岸

（１８

施
設）

壊滅状態 （３施設） 陸前高田市立図書館

大槌町立図書館
※23.8.20仮設住宅近くにある集会所を回って図書館業務再開

野田村立図書館

開館の見通しが立たない

（１施設）

山田町立図書館

設備 破損により資料が被災 釜石市立図書館設備の破損により資料が被災
等し一部業務で開館（１施
設）

釜石市立図書館

開館中（部分開館含む）
（１３施設）

大船渡市立図書館

岩泉町立図書館

久慈市立図書館

ｱｽﾞﾋﾞｲ楽習ｾﾝﾀｰ図書室（田野畑）ほか

具体的な支援の概況～（１）陸前高田市関連

H23.5.23 被災した岩手県指定文化財「吉田家文書」の解読

作業再開に向け、県立図書館所蔵の当該資料のマ

イクロフィルムを無償で複写し、陸前高田古文書

研究会へ提供するため現地入り。

同時に現在の陸前高田市立図書館の状況につい
て同市教育委員会から事情を聴取した。

【県立図書館の支援】

① 「吉田家文書」の複写の無償提供支援（延べ８回）

② 被災した陸前高田市立図書館内の地域の写真の

仕分け作業支援（H23.5.25実施～２名参加)
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「吉田家文書」複写無償提供一覧（県立図書館による）

提供

年月日

提供

複写文書

提供先 解読者 枚数

H23.5.23 慶応４年 陸前高田古文書研究会 陸前高田古文書研究会 551

H23.6.14 慶応３年 岩手古文書学会 岩手古文書学会 349

H23.7.12 慶応２年 〃 〃 345

〃 慶応元年 〃 〃 343

H23.7.21 文久４年 陸前高田市教育委員会 陸前高田古文書研究会

420
H23.8.18 文久３年 個人（盛岡市） 個人（盛岡市） 402

H23.9.6 文久２年 陸前高田古文書研究会 陸前高田古文書研究会 498

〃 文久元年 〃 〃 436
計 3,344

具体的な支援の概況～（２）野田村関連

H23.5.30 修復、優先的に保存の必要性のある資料の仕分け、

～6. 2 修復作業を行うとともに、各地から寄せられた寄

贈図書約１万６千冊の仕分け作業を行 た贈図書約１万６千冊の仕分け作業を行った。

国立国会図書館 近隣の市町村図
書館職員

県立図書館

（県＋指定管理
者）

５月３０日（月）

13:00～16:00
５月３１日（火）

10:00～16:00
6月 １日（水）

10:00～16:00
6月 ２日（木）

10:00～16:00
国立国会図書館

（収集書誌部）

１名

寄贈図書仕分

１名

被災資料仕分他

１名 資料除塵
清掃指導他

１名 保存容器
収納指導他

寄贈図書仕分け等の参加人員等（野田村）

岩手県 ２名

寄贈図書仕分

２名

寄贈図書仕分

１名

寄贈図書仕分他

３名

寄贈図書仕分他

ＴＲＣ ２名

寄贈図書仕分

２名

寄贈図書仕分

２名

寄贈図書仕分他

４名

寄贈図書仕分他

市町村

（図書館）

久慈市 ２名

寄贈図書仕分

２名

寄贈図書仕分他

２名 資料除塵
清掃他

２名 資料除塵
清掃他

久慈市山形 ２名

寄贈図書仕分

２名

寄贈図書仕分他

名 名 名洋野町種市 １名

寄贈図書仕分

２名

被災資料仕分他

１名

寄贈図書仕分他

１名 資料除塵
清掃他

洋野町大野 １名

寄贈図書仕分

普代村 １名

寄贈図書仕分

１名

寄贈図書仕分他

合計 ８名 １３名 １０名 １１名

野田村郷土資料の本格処置について（平成23年10月27日現在）

Ⅰ 必要性

塩水に浸かった資料は塩抜き、水洗いの本格修復処置が望ましいという専門
家の意見もあることから、今後は、国立国会図書館で本格的な修復を実施す
る必要性があること。←前提として、岩手県立図書館、久慈市、洋野町、普
代村の近隣図書館ネットワークの尽力等があること。代村の近隣図書館ネットワ クの尽力等がある と。

Ⅱ 時期

平成２３年１１月中旬から平成２４年２月まで

Ⅲ 手続き（２４１被災郷土資料を申請し、状態の良いもの等を除き１３０点に
決定）

岩手県野田村→岩手県教育委員会→文化庁（被災文化財等救援委員会）
（本格的な修復作業は国立国会図書館）

（参考）東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援事業（文化財レスキュー事業）実施要項

（略）

３ 事業の対象物

国、地方の指定等の有無を問わず、当面、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書、
考古資料、歴史資料、有形民俗文化財等の動産文化財及び美術品を中心とする。

（以下、略）
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図書館名 主な支援策（予定も含む）

陸前高田市立 BM（移動図書館車）の近隣市町村等からの支援の調整 大人向
け実用書（家事、趣味、旅行等）の寄贈支援ほか

大槌町立 BMの近隣市町村等からの支援の調整（滝沢村の図書館は８月ま
で その後 花巻市の図書館が９月から１２月まで支援予定）

具体的な支援の概況～（３）その他の市町村関連等(23.9.14現在)

で、その後、花巻市の図書館が９月から１２月まで支援予定）

寄贈図書の整理に係る参考リスト表送信支援 ｼｽﾃﾑ化支援ほか

野田村立 BMの近隣市町村等からの支援の調整（久慈と洋野町立種市の図
書館が場所によって期間が違うが、７月から２４年３月まで）

寄贈図書仕分け支援（２回）ほか

宮古市立 セット貸出（岩手の図書館員おすすめの児童書貸出）

山田町立 BMの北上市立中央図書館からの支援の調整

システム化支援、団体貸出ほか

ｱｽﾞﾋﾞｲ楽習ｾﾝ
ﾀｰ（田野畑
村）

開館前における寄贈図書の本棚への配架等に係る人的支援ほか

（７月１２日、２２日→開館は７月２６日）

開架資料選定支援（９月１５日）ほか

岩泉町立 読み聞かせ（7/22小本保育園）、団体貸出（大量・長期の貸
出）

セット貸出（岩手の図書館員おすすめの児童書貸出）

〇 研修会の開催（被災に係る主なもの）

月 研修名 内容 対象者 場所 日時 日程 主催

７ 初任職員研修会 ・県内の被災状
況と復興状況他

経験３年
未満

県立図
書館

7/7～8 2日間 県図書
館協会

具体的な支援の概況～（４）研修関連

専門研修①

（講師：国立国会

図書館）

・図書の修復等 公立図書
館職員等

県立図
書館

7/28 １日 県立図
書館

９ 専門研修②

（講師：国立国会

図書館）

・ビジネス支援
に関するﾚﾌｧﾚﾝｽ
ﾂｰﾙの紹介等

公立図書
館職員等

県立総
合教育

ｾﾝﾀｰ

9/22→

11/1へ
（台風に
よる）

１日 県立図
書館

10 図書館職員・図書 ・災害を通して 図書館職 アイー 10/21 １日 県図書10
館協議会委員合同
研修（講師：根本
東大大学院教授）

災害を通
考える図書館の
本質ほか

図書館職
員、協議
会委員等

アイ
ナ

/ 県図書
館協会

11
～
12

専門研修③

（講師：紙本保存
修復士）

Ⅰ資料の初期救済等

（予防を含む）

Ⅱ本の治療

公立図書
館職員等

県立図
書館

Ⅰ11/17

Ⅱ11/18

2日間 県立図
書館

新任図書館長等
研修会

・管理・運営他 １年未満
の館長

県立図
書館他

11/29～

12/2

４日間 文科省

被災地の図書館

被災地支援における図書館連携

被災者の方々の
明日へつながる
笑顔のために

支援・協力

照会・要望

照会・要望

指導・支援

県立図書館
県内の図書館

国・国立国会図書館
関係団体等

指導助言

照会・要望

Ⅰ 地域を支える情報拠点として

図書館の役割

Ⅲ 生活の潤いを持たせる拠点として

Ⅰ 地域を支える情報拠点として

Ⅱ 復興に向けた原動力(拠点)として

Ⅲ 生活の潤いを持たせる拠点として
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５ その他

平泉の文化遺産 世界遺産登録へ

東北復興平泉宣言（抜粋～平成２３年７月３日 達増岩手県知事）
私たちは、平泉の理念を胸に、東北の災害からの復興に取り組みます。そして、

平泉の文化遺産を、将来にわたって守り伝えていくことを誓います。

ご清聴ありがとうございました。

http://www.library.pref.iwate.jp/index2.html


